
●紙（ティッシュペーパーなど） ●シール ●シャボン玉液

●医薬品や薬のプラスチックシート ●たばこ ●ビー玉

●硬貨 ●ペットボトルのふた ●ゴムボール ●ボタン電池

●ミニカー（部品含む） ●水でふくらむビーズ など
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ご家庭での事故やけがへの注意は万全ですか？小さな子どもは、まだ何が危険かを予測する

ことができず、好奇心旺盛で怖いもの知らずです。大人が安全な環境を整えてあげましょう。

こどもにとって安心して過ごせる家の中が、実は事故の危険の高い場所だという

ことをご存知でしょうか？

0～6歳のこどもの事故の約40％は家の中で起こっています。

家の中で起こる事故はさまざまありますが、特に命に関わるのが窒息です。0歳児
が圧倒的に多いものの、1歳児、2歳児でもゼロではありません。

家の中を安心・安全な場所にするために、チェックしてみましょう。

ソファーやベッドから落ちる、たばこ

を飲み込むといった事故がよくあり

ます。

炊飯器や電気ポットなど、調理器具に

よるやけどが多い場所です。

残り湯に落ちる、入浴中にちょっと

目を離したすきにおぼれるなど、水

の事故の危険があります。

台などにのぼって手すりを越える事

故が、3歳以降で急増します。危険な

ものがないかチェックしましょう。

交通事故は、保護者が近くにいるときにも起こります。

散歩や買い物、登降園時には常に手をつなぎ、こどもが

保護者から離れて歩くことがないようにしてください。

また、こどもを自転車や車から降ろした

直後は、こどもから目を離さないでください。

誤飲しやすいもの・・・気をつけましょう！！ 誤飲によって窒息したり、消化管が

傷ついたり、

消化管に穴が開いてしまったり

する場合もあります


